
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
、
様
々
な
要
素
が
重
な
り

合
う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
地
域
振
興
に
繋
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
所
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
歴
史
と
伝
統
の
中
で
、

地
域
に
根
ざ
し
た
「
総
合
経

済
団
体
」
と
し
て
、
多
様
な

主
体
と
の
連
携
を
深
め
、
魅

力
と
活
力
を
創
出
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
こ
の
厳
し
い

経
済
情
勢
の
中
で
、
引
き
続

き
当
所
の
役
割
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
性
を

持
っ
た
強
い
足
腰
を
鍛
え
、

積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
会
員
事
業
所
の

皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の

ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
５
年 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

栃
木
商
工
会
議
所

会　

頭

荒
金　

憲
一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
事

業
所
の
皆
様
に
は
、
令
和
７

年
巳
年
の
新
年
を
健
や
か
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
能
登
地
域
で
の

元
日
の
震
災
、
さ
ら
に
９
月

の
集
中
豪
雨
の
発
生
、
ま
た

８
月
に
は
初
め
て
の
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
発
表

な
ど
、
私
た
ち
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
災

害
に
対
す
る
備
え
の
必
要
性

を
痛
感
す
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
社
会
活
動
に
お
い

て
は
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の

回
復
な
ど
、
経
済
の
力
強
さ

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
当
所
で

も
、８
月
の「
蔵
の
街
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
や
「
精
霊
鎮
魂

線
香
花
火
・
灯
ろ
う
流
し
」、

11
月
に
は
「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ

り
」
や
「
栃
木
市
の
産
業
と

物
産
展
」
な
ど
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
が
経
済
の
停
滞
か
ら
成

長
へ
の
転
換
点
と
捉
え
る
中
、

経
済
界
で
は
、
持
続
的
な
成

長
型
経
済
の
実
現
を
目
指
し
、

設
備
投
資
や
労
働
力
の
確
保
、

技
術
革
新
や
省
力
化
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
は
、
円
安
や
原
材
料
価

格
の
高
騰
、
そ
れ
に
伴
う
コ

ス
ト
の
上
昇
や
慢
性
的
な
人

手
不
足
な
ど
、
厳
し
い
経
営

環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
企
業
経

営
者
は
、
激
動
の
経
済
の
中

で
、
変
革
を
恐
れ
ず
、
省
力

化
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
生
産
性

向
上
な
ど
、
積
極
的
に
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
４
月
に
出
流

観
光
会
と
の
連
携
に
よ
り
、

栃
木
市
初
と
な
る
地
域
団
体

商
標
「
出
流
そ
ば
」
の
登
録

が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
ブ
ラ
ン
ド
の
保
護

と
と
も
に
地
域
・
観
光
振
興

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
か
ら
市
へ
の

要
望
の
結
果
、
10
月
に
は
鹿

沼
市
及
び
日
光
市
と
連
携
し

た
「
東
京
都
心
・
羽
田
空
港

直
通
電
車
推
進
期
成
同
盟

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
令

和
13
（
２
０
３
１
）
年
度
の

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
の
開

業
に
合
わ
せ
て
、
県
西
地
域

の
発
展
の
た
め
、
東
武
日
光

線
に
よ
る
直
通
乗
入
れ
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
に
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
進
出
が
発
表
さ

れ
、
今
後
、
国
内
屈
指
の
整

備
が
推
進
さ
れ
ま
す
。
地
域

経
済
界
で
は
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
進
出
を
大
い
に
歓
迎

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
経
済

効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

活
用
や
直
通
電
車
の
実
現
、

今月のトピックス

８
Ｐ　
　

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

見
学
会
を
開
催

９
Ｐ　
　

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
就
活
交
流
会
ｉ
ｎ

　
　
　
　

蔵
の
街
へ
の
参
加
企
業
募
集

11
Ｐ　
　

決
算
書
・
確
定
申
告
書
作
成
相
談
会
の
ご
案
内

チ
ラ
シ　

令
和
７
年
度
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
企
業
広
告
募
集

　
　
　
　

と
ち
ぎ
男
性
育
休
推
進
企
業
奨
励
金
の
ご
案
内

691
https://www.tochigi-cci.or.jp/ tcci@tochigi-cci.or.jp
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謹
賀
新
年
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
敬
称
略
）

会　
　

頭

副　
会　
頭

専
務
理
事

荒
　
金
　
憲
　
一

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱　

取
締
役
会
長

松
　
本
　
　
　
稔

松
金
化
学
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

五
　
味
　
栄
　
一

㈱
み
ず
ほ
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

横
　
山
　
順
　
一

㈱
足
利
銀
行
栃
木
支
店　

理
事
支
店
長

伏
　
木
　
昌
　
人

栃
木
信
用
金
庫　

理
事
長

福
　
田
　
昌
　
弘

日
ノ
出
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

平
　
野
　
和
　
正

㈱
正
和　

代
表
取
締
役
社
長

横
　
地
　
克
　
孝

㈱
栃
木
こ
す
も
す　

代
表
取
締
役

松
　
倉
　
敬
　
士

栃
木
乳
業
㈱　

代
表
取
締
役

青
　
木
　
紀
　
郎

栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱　

取
締
役
副
社
長

小
　
池
　
雅
　
弘

㈱
ス
ク
ラ
ム
フ
ー
ズ　

代
表
取
締
役

茂
　
木
　
広
　
至

茂
木
機
工
㈱　

代
表
取
締
役

渡
　
邊
　
嘉
　
一

ワ
タ
レ
イ
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

長
　
澤
　
厚
　
史

㈲
ナ
ガ
サ
ワ　

代
表
取
締
役

小
　
藤
　
有
　
彦

㈱
小
藤
製
作
所　

代
表
取
締
役

田
　
島
　
　
　
大

栃
木
市
商
店
会
連
合
会　

会
長

山
　
口
　
　
　
輝

滝
沢
ハ
ム
㈱　

常
務
取
締
役
管
理
本
部
長

片
　
柳
　
　
　
均

㈱
セ
レ
モ
ー
ル　

取
締
役
会
長

若
　
菜
　
秀
　
夫

㈱
ア
ス
ワ
ン　

代
表
取
締
役
会
長

小
野
口
　
美
　
治

小
野
口
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

膝
　
附
　
武
　
男

ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱　

代
表
取
締
役

佐
　
山
　
謙
　
三

㈱
佐
山　

代
表
取
締
役
社
長

國
　
保
　
能
　
克

栃
木
商
工
会
議
所

常　
議　
員

津
布
久
　
　
　
茂

㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト　

代
表
取
締
役
会
長

小
　
又
　
正
　
和

小
又
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

議　
　

員

塚
　
田
　
和
　
克

㈱
ツ
カ
ダ　

代
表
取
締
役

大
阿
久
　
岩
　
人

㈱
柏
倉
温
泉
太
子
館　

会
長

若
　
林
　
芳
　
明

栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
㈱　

取
締
役
会
長

大
　
澤
　
光
　
司

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
リ
ー
ン　

会
長

柏
　
﨑
　
和
　
己

㈲
栃
木
地
区
浄
化
槽
公
社　

代
表
取
締
役

岩
　
下
　
和
　
了

岩
下
食
品
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

森
　
戸
　
忠
　
広

森
戸
運
送
㈲　

代
表
取
締
役

寺
　
内
　
治
　
雄

㈱
共
同
プ
ロ
保
険
事
務
所　

代
表
取
締
役
会
長

森
　
川
　
　
　
武

㈲
森
川
自
動
車　

会
長

福
　
富
　
正
　
浩

福
富
税
務
会
計
事
務
所　

所
長
税
理
士

伊
　
藤
　
和
　
博

伊
藤
電
機
㈱　

代
表
取
締
役
社
長
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特
別
顧
問

顧　
　

問

相　
談　
役

大
　
川
　
吉
　
弘

元
会
頭

大
　
川
　
秀
　
子

栃
木
市
長

田
　
村
　
佐
　
重

元
副
会
頭

笠
　
原
　
孝
　
之

元
副
会
頭

大
　
木
　
　
　
和

元
副
会
頭

小
田
垣
　
俊
　
郎

元
副
会
頭

落
　
合
　
希
　
好

落
合
産
業
㈱　

代
表
取
締
役

毛
　
塚
　
敏
　
郎

㈱
毛
塚
紙
店　

代
表
取
締
役

斎
　
藤
　
卓
　
司

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱　

常
務
取
締
役

須
　
田
　
尚
　
男

須
田
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

谷
　
中
　
俊
太
郎

大
正
紙
器
㈱　

代
表
取
締
役

田
　
村
　
義
　
弘

㈲
田
村
自
動
車
整
備
工
場　

代
表
取
締
役

松
　
本
　
篤
　
哉

両
毛
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

西
　
畑
　
圭
　
樹

㈱
西
畑
建
材
店　

代
表
取
締
役

川
　
嶋
　
幸
　
雄

㈱
タ
ス
ク　

名
誉
会
長

遅
　
澤
　
敦
　
史

栃
木
レ
ザ
ー
㈱　

代
表
取
締
役

圓
　
城
　
裕
　
和

日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

プ
ロ
ダ
ク
ト
人
事
部
長

原
　
　
　
裕
　
一

サ
ン
ト
リ
ー
㈱
栃
木　

梓
の
森
工
場　

工
場
長

松
　
本
　
弘
　
樹

㈱
関
東
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル　

代
表
取
締
役

吉
　
田
　
佳
　
紀

栃
木
ガ
ス
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

坂
　
本
　
和
　
則

坂
本
産
業
㈱　

代
表
取
締
役

中
　
島
　
喜
代
典

丸
三
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

別
　
井
　
秀
　
一

㈱
別
井
商
店　

代
表
取
締
役

板
　
倉
　
政
　
幸

㈱
板
倉
製
作
所　

代
表
取
締
役

岡
　
部
　
一
　
法

㈱
上
原
園　

代
表
取
締
役
社
長

山
　
口
　
真
　
右

栃
木
木
材
㈿　

代
表
理
事

茂
　
呂
　
彰
　
裕

金
朝
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

宇
　
野
　
匡
　
克

㈱
栃
木
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

橳
　
島
　
紀
　
彦

㈱
群
馬
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

議　
　

員

八
木
原
　
清
　
二

㈱
ア
サ
ヒ
ド
ー　

専
務
取
締
役

小
　
島
　
峰
　
夫

栃
木
陶
器
瓦
㈱　

代
表
取
締
役

佐
々
木
　
　
　
浩

栃
木
冷
暖
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

小
　
林
　
雄
　
一

㈱
小
林
縫
製
工
業　

代
表
取
締
役
社
長

関
　
口
　
佳
　
市

関
口
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

田
名
網
　
文
　
男

㈱
明
治
フ
ー
ド　

代
表
取
締
役

荒
　
川
　
光
　
男

㈱
荒
川
建
設　

代
表
取
締
役

古
　
谷
　
清
　
岳

舘
野
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
会
長

癸
生
川
　
照
　
男

㈱
栃
木
県
南
自
動
車
学
校　

代
表
取
締
役
社
長

大
　
木
　
　
　
敬

㈱
大
木
組　

代
表
取
締
役
社
長

監　
　

事

嶋
　
田
　
完
　
治

シ
マ
ダ
㈱　

代
表
取
締
役

藤
　
沼
　
康
　
雄

関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
支
部　

相
談
役

田
　
邉
　
勇
　
輝

タ
ナ
ベ
労
務
管
理
事
務
所　

代
表
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
内
外
と
も

に
不
透
明
か
つ
混
迷
の
度
合

い
が
深
ま
っ
た
１
年
で
し
た
。

世
界
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
長
期
化
に

加
え
、
中
東
情
勢
の
悪
化
な

ど
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済

面
で
は
米
国
経
済
が
堅
調
さ

を
維
持
す
る
一
方
で
、
中
国

経
済
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る

年
に
な
り
ま
し
た
。加
え
て
、

昨
年
は
主
要
国
で
選
挙
が
相

次
ぎ
、
米
国
で
は
４
年
ぶ
り

に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
期
大
統

領
に
就
任
す
る
結
果
と
な
り
、

保
護
主
義
や
自
国
第
一
主
義

の
台
頭
に
対
す
る
懸
念
が
再

び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

１
月
の
能
登
半
島
地
震
や
９

月
の
奥
能
登
豪
雨
と
い
っ
た

痛
ま
し
い
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
秋
の
衆
院
選
で
は
与
党

が
30
年
ぶ
り
に
過
半
数
を
大

き
く
下
回
り
、
少
数
与
党
へ

転
じ
る
な
ど
政
治
的
変
動
が

生
じ
る
一
方
で
、経
済
で
は
、

歴
史
的
円
安
や
物
価
高
が
続

く
中
、
設
備
投
資
は
好
調
で

日
経
平
均
株
価
も
史
上
初
の

４
万
円
台
を
記
録
し
ま
し
た
。

日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利

の
解
除
に
踏
み
切
る
な
ど
、

金
融
政
策
に
も
大
き
な
転
換

点
が
訪
れ
ま
し
た
。
特
に
昨

年
は
「
賃
上
げ
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
１
年
で
も
あ
り
、
中

小
企
業
の
賃
上
げ
率
も
３
％

台
半
ば
に
達
す
る
な
ど
、
物

価
と
賃
金
の
好
循
環
に
向
け

た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
１
年
で
あ
っ
た
と
総
括
で

き
ま
す
。
企
業
の
自
助
努
力

と
と
も
に
、
官
民
を
挙
げ
た

価
格
転
嫁
の
取
り
組
み
が
効

果
を
示
し
た
結
果
で
あ
り
ま

す
が
、
賃
上
げ
を
行
っ
た
中

小
企
業
の
約
６
割
が
収
益
改

善
を
伴
わ
な
い
中
で
、
人
手

確
保
の
た
め
の
防
衛
的
賃
上

げ
を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
事
実

で
す
。
賃
上
げ
の
モ
メ
ン
タ

ム
を
い
か
に
持
続
可
能
な
形

に
転
換
す
る
か
が
、
停
滞
か

ら
成
長
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

た
今
年
の
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

成
長
の
両
輪
は
中
小
企
業
の

強
化
と
地
方
創
生

　

日
本
は
経
済
立
国
で
あ
り
、

経
済
成
長
な
く
し
て
将
来
は

あ
り
ま
せ
ん
。
デ
フ
レ
脱
却

を
確
実
に
し
、
成
長
型
経
済

へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
に

は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め

る
個
人
消
費
の
拡
大
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
実
現
は
、
全

企
業
数
の
99.7
％
、
就
業
人
口

の
約
７
割
、
地
方
部
で
は
約

９
割
を
担
う
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上

と
持
続
的
な
賃
上
げ
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長

の
両
輪
の
一
つ
は
中
小
企
業

で
あ
り
、そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

省
力
化
投
資
を
含
め
た
設
備

投
資
、
技
術
革
新
、
知
的
財

産
の
活
用
・
保
護
と
い
っ
た

生
産
性
向
上
へ
の
不
断
の
努

力
と
自
己
変
革
に
よ
っ
て
付

加
価
値
を
高
め
、
賃
上
げ
原

資
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議

所
は
本
年
も
こ
う
し
た
前
向

き
な
挑
戦
を
続
け
る
中
小
企

業
を
全
力
で
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
労
務
費
を

含
む
価
格
転
嫁
対
策
の
さ
ら

な
る
推
進
や
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
で
は

企
業
側
の
「
値
を
上
げ
る
勇

気
」
も
必
要
で
す
。
消
費
者

に
も
「
良
い
サ
ー
ビ
ス
、
良

い
モ
ノ
に
は
値
が
付
く
」
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
国
民
全
体
の
デ
フ
レ
マ

イ
ン
ド
を
払
拭
す
る
こ
と
も

今
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

り
ま
す
の
で
、
消
費
者
意
識

の
改
革
と
と
も
に
経
済
環
境

の
改
善
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
成
長
の
両
輪
の
も

う
一
つ
は「
地
方
創
生
」で
す
。

地
方
の
発
展
な
く
し
て
日
本

の
再
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政

府
、
地
方
自
治
体
、
民
間
が

三
位
一
体
と
な
り
、
地
域
へ

の
人
材
・
投
資
の
呼
び
込
み

や
「
稼
ぐ
産
業
」
の
育
成
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
通
じ

て
地
域
の
経
済
循
環
を
強
化

し
、地
域
の
強
み
と
潜
在
力
、

い
わ
ゆ
る
「
地
域
力
」
を
引

き
上
げ
る
べ
く
全
力
を
傾
け

る
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
経
済
イ
ン
フ

ラ
を
担
う
中
小
企
業
お
よ
び

小
規
模
事
業
者
の
強
化
は
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
も

表
裏
一
体
で
す
。
政
府
・
地

方
自
治
体
に
は
両
者
を
成
長

の
両
輪
と
位
置
づ
け
、
地
域

ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え
た
成

長
戦
略
の
策
定
と
実
行
を
強

く
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

わ
れ
わ
れ
全
国
515
の
商
工
会

議
所
も
地
域
経
済
の
再
生
・

活
性
化
の
先
導
役
と
し
て
、

さ
ら
に
活
動
を
強
化
で
き
る

１
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
を

大
き
な
成
長
の
弾
み
に

　

本
年
４
月
に
は
大
阪
・
関

西
万
博
が
開
幕
い
た
し
ま
す
。

停
滞
か
ら
成
長
へ
の
転
換
点

に
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開

催
は
、
象
徴
的
か
つ
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
20
年
ぶ
り
の
万
博
開
催
が
、

新
た
な
未
来
を
つ
く
る
起
爆

剤
と
な
る
よ
う
、
全
国
の
商

工
会
議
所
一
丸
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

わ
が
国
全
体
の
未
来
に
向
け

て
成
長
に
弾
み
の
つ
く
万
博

と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
、

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
５
年 

年
頭
所
感

日
本
商
工
会
議
所

会
頭

小　

林　
　
　

健



状
況
で
は
、
７
月
に
日
経
平

均
株
価
が
史
上
最
高
値
を
更

新
す
る
な
ど
、
日
本
企
業
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
た
一
方

で
、
不
安
定
な
為
替
相
場
の

動
き
や
原
材
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る

コ
ス
ト
増
へ
の
対
応
、
構
造

的
な
人
手
不
足
と
人
材
確
保

の
た
め
の
防
衛
的
賃
上
げ
な

ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
た
１
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

加
え
て
、
少
子
高
齢
化
や

急
速
な
人
口
減
少
、
経
営
者

の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
な

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
能
登
半
島
地
震
や
想
定

を
超
え
る
豪
雨
災
害
な
ど
大

規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
、

被
災
地
に
お
い
て
は
１
日
も

早
い
復
旧
復
興
が
望
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
を
は
じ
め
各

自
治
体
で
は
防
災
・
減
災
対

策
、
国
土
強
靭
化
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
経
済

ど
地
域
に
お
け
る
課
題
も
山

積
し
て
お
り
、
地
域
の
将
来

を
担
う
稼
ぐ
産
業
の
育
成
、

若
者
・
女
性
を
は
じ
め
と
す

る
人
材
の
確
保
、
消
費
・
投

資
を
喚
起
す
る
た
め
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の

安
心
・
安
全
と
経
済
成
長
の

基
盤
と
な
る
社
会
資
本
整
備

な
ど
地
域
の
経
済
循
環
を
高

め
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は
、
行
政

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
社
会
課
題
の
解

決
と
経
済
成
長
の
実
現
を
目

指
し
、
停
滞
か
ら
成
長
へ
の

転
換
に
向
け
た
地
方
創
生
と

自
己
変
革
に
取
り
組
む
中
小

企
業
へ
の
伴
走
型
支
援
を
引

き
続
き
継
続
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

県
連
合
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
変
化
の
激
し
い
社
会

情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
県

内
商
工
会
議
所
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
経
営
者
の
生
の
声
を
、

よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

国
や
県
、
関
係
機
関
等
に
届

け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
支

援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
「
大
阪
・

関
西
万
博
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
で
は
６
回
目
の
万

国
博
覧
会
と
な
り
ま
す
が
、

令和７年１月10日発行(5)
　

商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当

た
り
ま
し
て
、
私
の
所
信
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
知
事
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
県

民
の
皆
様
か
ら
御
支
持
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
県
政
運

営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
県
内
各
地
で
県
民
の
皆

様
の
切
実
な
声
や
ふ
る
さ
と

〝
と
ち
ぎ
〞
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
お
伺
い
し
、
改
め
て

知
事
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、「
対

話
と
協
調
」、「
県
民
中
心
」、

「
市
町
村
重
視
」
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、「
官
民
連
携
」

を
一
層
強
化
し
な
が
ら
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
最
大

の
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
参
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
が
施

行
さ
れ
、
地
方
創
生
の
取
組

が
本
格
化
し
て
10
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
国
に
お
き

ま
し
て
は
、「
新
し
い
地
方

経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、「
地

方
こ
そ
成
長
の
主
役
」
と
の

発
想
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
成
果
と
反
省
を
生

か
し
、「
地
方
創
生
2.0
」
と

し
て
再
起
動
さ
せ
る
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
う
し
た
国
の
動
き
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
栃
木
の
未
来
創

生
に
向
け
、
計
画
期
間
の
最

終
年
度
を
迎
え
る
栃
木
県
重

点
戦
略
「
と
ち
ぎ
未
来
創
造

プ
ラ
ン
」
及
び
「
と
ち
ぎ
創

生
15
戦
略
（
第
２
期
）」
に

掲
げ
る
各
種
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
、
併
せ
て
、
両
計

画
を
一
本
化
し
た
次
期
プ
ラ

ン
の
策
定
を
着
実
に
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

特
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
問
題
の
克
服
に

向
け
ま
し
て
、
官
民
連
携
に

よ
る
「
栃
木
県
人
口
未
来
会

議
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、

県
や
市
町
、
関
係
団
体
、
民

間
企
業
等
が
認
識
の
共
有
や

相
互
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
結
婚
支
援
の
充
実
や
子

育
て
環
境
の
整
備
、
働
き
方

改
革
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
県
全
体
で

実
効
性
を
高
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
女
性
・
若
者
の

活
躍
を
一
層
推
進
す
る
ほ

か
、
県
内
企
業
の
持
続
的
な

賃
上
げ
を
可
能
と
す
る
環
境

整
備
、
生
産
性
や
品
質
の
向

上
な
ど
を
実
現
す
る
ス
マ
ー

ト
農
業
等
を
推
進
し
、
地
域

経
済
の
発
展
・
好
循
環
に
つ

な
げ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

係
る
国
の
検
証
結
果
等
を
踏

ま
え
、
災
害
対
応
力
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減

少
局
面
に
お
い
て
も
全
て
の

県
民
が
便
利
で
快
適
に
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、
各
種
取
組
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
立
美
術
館
、

図
書
館
及
び
文
書
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、「
文
化

と
知
」
の
創
造
拠
点
と
し
て

一
体
的
に
整
備
す
る
構
想
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
新
た
な
施
設

が
本
県
の
文
化
振
興
の
中
核

と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
県

民
に
愛
さ
れ
、
誰
も
が
誇
り

に
思
え
る
、
と
ち
ぎ
な
ら
で

は
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
丁
寧
に
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

　

知
事
６
期
目
の
新
た
な
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
私
自

ら
が
オ
ー
ル
と
ち
ぎ
の
先
頭

に
立
ち
、「
誰
も
が
未
来
に

夢
や
希
望
を
持
て
る
栃
木
」、

「
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感
で

き
る
栃
木
」
の
実
現
に
向
け

て
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

令
和
７(

２
０
２
５)

年　

新
年
知
事
あ
い
さ
つ

栃
木
県
知
事福　

田　

富　

一

令
和
７
年
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

(

一
社)

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会

藤　

井　

昌　

一

会
長

今
回
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち
輝

く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

の
も
と
、自
ら
の
「
い
の
ち
」

を
活
か
し
、
一
人
一
人
が
望

む
生
き
方
を
考
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会

を
国
際
社
会
が
共
創
し
て
い

こ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と

な
っ
て
お
り
、
本
博
覧
会
が

新
し
い
未
来
を
創
造
す
る
機

会
と
な
る
と
と
も
に
、
日
本

経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ

と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝

と
企
業
の
御
発
展
、
そ
し
て

令
和
７
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



状
況
で
は
、
７
月
に
日
経
平

均
株
価
が
史
上
最
高
値
を
更

新
す
る
な
ど
、
日
本
企
業
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
た
一
方

で
、
不
安
定
な
為
替
相
場
の

動
き
や
原
材
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る

コ
ス
ト
増
へ
の
対
応
、
構
造

的
な
人
手
不
足
と
人
材
確
保

の
た
め
の
防
衛
的
賃
上
げ
な

ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
た
１
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

加
え
て
、
少
子
高
齢
化
や

急
速
な
人
口
減
少
、
経
営
者

の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
な

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
能
登
半
島
地
震
や
想
定

を
超
え
る
豪
雨
災
害
な
ど
大

規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
、

被
災
地
に
お
い
て
は
１
日
も

早
い
復
旧
復
興
が
望
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
を
は
じ
め
各

自
治
体
で
は
防
災
・
減
災
対

策
、
国
土
強
靭
化
を
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
経
済

ど
地
域
に
お
け
る
課
題
も
山

積
し
て
お
り
、
地
域
の
将
来

を
担
う
稼
ぐ
産
業
の
育
成
、

若
者
・
女
性
を
は
じ
め
と
す

る
人
材
の
確
保
、
消
費
・
投

資
を
喚
起
す
る
た
め
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の

安
心
・
安
全
と
経
済
成
長
の

基
盤
と
な
る
社
会
資
本
整
備

な
ど
地
域
の
経
済
循
環
を
高

め
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は
、
行
政

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
社
会
課
題
の
解

決
と
経
済
成
長
の
実
現
を
目

指
し
、
停
滞
か
ら
成
長
へ
の

転
換
に
向
け
た
地
方
創
生
と

自
己
変
革
に
取
り
組
む
中
小

企
業
へ
の
伴
走
型
支
援
を
引

き
続
き
継
続
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

県
連
合
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
変
化
の
激
し
い
社
会

情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
県

内
商
工
会
議
所
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
経
営
者
の
生
の
声
を
、

よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

国
や
県
、
関
係
機
関
等
に
届

け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
支

援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
「
大
阪
・

関
西
万
博
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
で
は
６
回
目
の
万

国
博
覧
会
と
な
り
ま
す
が
、

令和７年１月10日発行 (6)
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

栃
木
商
工
会
議
所
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
国
内
経
済
は
、
日
経
平

均
株
価
が
史
上
最
高
の
高
値

を
記
録
す
る
と
と
も
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
や
、

最
低
賃
金
の
引
上
げ
な
ど
、

景
気
回
復
へ
の
期
待
が
高
ま

り
ま
し
た
が
、
一
方
、
地
域

経
済
に
と
っ
て
は
、
人
手
不

足
や
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ

る
消
費
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、

先
行
き
が
不
透
明
な
１
年

だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会

議
所
の
皆
様
に
は
、
地
域
経

済
を
支
え
る
中
小
企
業
者
の

育
成
・
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
や
観
光
事
業
な
ど
、
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、
改
め
て
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
商
工
会

議
所
の
皆
様
が
地
元
の
皆
様

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
こ
ら
れ
た
「
出
流
そ
ば
」

の
「
地
域
団
体
商
標
」
の
登

録
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち
輝

く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

の
も
と
、自
ら
の
「
い
の
ち
」

を
活
か
し
、
一
人
一
人
が
望

む
生
き
方
を
考
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会

を
国
際
社
会
が
共
創
し
て
い

こ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と

な
っ
て
お
り
、
本
博
覧
会
が

新
し
い
未
来
を
創
造
す
る
機

会
と
な
る
と
と
も
に
、
日
本

経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ

と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝

と
企
業
の
御
発
展
、
そ
し
て

令
和
７
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
の

保
護
や
、
観
光
振
興
、
地
域

振
興
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
東
武
日
光
線

と
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
を

結
ぶ
直
通
電
車
の
乗
り
入
れ

に
関
す
る
要
望
活
動
等
を
行

う
「
東
京
都
心
・
羽
田
空
港

直
通
電
車
促
進
期
成
同
盟

会
」
の
設
立
に
お
い
て
、
商

工
会
議
所
の
皆
様
に
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

直
通
電
車
の
実
現
は
、
本

市
に
と
っ
て
移
住
定
住
の
促

進
、
観
光
誘
客
な
ど
、
地
域

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
で
あ
り
、
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
日
光
市
や
鹿
沼
市

と
連
携
し
て
、
実
現
に
向
け

た
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
と

ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
は
、
本
市

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

商
工
会
議
所
の
ほ
か
、
山
車

所
有
町
内
、
市
な
ど
が
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
回
は
、
子
ど
も
山
車

ま
つ
り
の
小
学
生
を
は
じ
め

と
し
て
、
多
く
の
学
生
や
若

者
に
祭
り
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
大
き
な
成
果

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
生
誕
150
年
の
節
目

を
迎
え
た
日
立
製
作
所
の
創

業
者
小
平
浪
平
翁
の
顕
彰
事

業
に
お
き
ま
し
て
も
、
顕
彰

ツ
ア
ー
の
実
施
や
小
学
生
向

け
の
資
料
集
の
作
成
な
ど
多

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
業
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
様
に
、
小
平
浪
平

翁
の
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
こ
だ

わ
り
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

今
後
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
本
市
の
総

合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市

像
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
と

共
生
し
、
優
し
さ
と
強
さ
が

調
和
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
栃

木
市
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
地
元
の
中
小
企
業
の
皆

様
が
積
極
的
に
事
業
を
展
開

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
商
工
会
議
所
の
皆
様
と

協
力
、
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
様
々
な
視
点
か

ら
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
栃
木
商

工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
７
年
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

栃
木
市
長

大　

川　

秀　

子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
国
内
外
の
経
済
情
勢
が

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
特
に
物

価
上
昇
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
は
、
多
く
の
企
業
や

家
庭
に
と
っ
て
厳
し
い
対
応

を
迫
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
困

難
の
中
で
、
当
会
議
所
活
動

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
社
会

の
連
携
や
、
企
業
の
柔
軟
な

対
応
力
が
光
っ
た
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
デ
ジ
タ
ル

化
が
加
速
し
、
特
に
Ｉ
Ｔ
や

Ｄ
Ｘ
が
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
成

長
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
や
ｌ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
が
進
ん
で
お
り
、
引
き

続
き
こ
れ
ら
の
技
術
を
地
域

経
済
に
取
り
入
れ
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
国
内
外
の
経
済

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
、
特
に
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
脱
炭
素
社
会

へ
の
転
換
が
加
速
す
る
年
と

な
る
で
し
ょ
う
。
企
業
支
援

を
一
層
強
化
し
、
地
域
経
済

の
発
展
に
貢
献
す
る
栃
木
商

工
会
議
所
の
一
員
と
し
て
、

微
力
な
が
ら
私
自
身
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

耳
順
を
迎
え
る
に
あ
た
り

己
を
反
省
し
つ
つ
、
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

㈱
正
和　

代
表
取
締
役
社
長

平　

野　

和　

正

巳
年

巳
年
議
員
さ
ん
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

巳
年
議
員
さ
ん
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

巳
年
生
ま
れ
の
議
員
さ
ん
に

　
　
　
新
年
の
ご
挨
拶
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巳
年
生
ま
れ
の
議
員
さ
ん
に

　
　
　
新
年
の
ご
挨
拶
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
幕
開
け
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、 

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

お
陰
様
で
弊
社
は
昨
年
創

業
50
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
、
本
年
私
は
60

歳
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
、
偏
に
我
が
郷
土

で
あ
り
ま
す
、
栃
木
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め

地
域
の
方
々
か
ら
の
お
力
添

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今

日
の
株
式
会
社
栃
木
こ
す
も

す
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
感

謝
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
栃
木

商
工
会
議
所
の
発
展
と
持
続

可
能
な
未
来
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
未
だ
世
界
で
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
不
安
定
な
情
勢

が
続
き
、 

ま
た
、
地
球
規
模

で
の
気
候
変
動
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
も
私
達
の
生
活
に

大
き
な
影 

響
を
及
ぼ
し
続

け
て
お
り
、 

こ
う
し
た
厳
し

い
情
勢
に
お
い
て
は
、
益
々

地
域
の
連
携
と
持
続
可
能
な

取
組
み
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　

私
は
、
栃
木
商
工
会
議
所

の
会
員
の
一
員
と
し
て
、
ま

た
、
皆
様
と
共
に
地
域
経
済

の
活
性
化
並
び
に
自
然
環
境

の
保
全
に
向
け
た
新
し
い
道

を
切
り
開
い
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
会
員
皆

様
並
び
に
栃
木
商
工
会
議
所

に
と
っ
て
、
更
な
る
輝
け
る

年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

㈱
栃
木
こ
す
も
す　

代
表
取
締
役

横　

地　

克　

孝

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
年
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
銀
に
よ
る
マ

イ
ナ
ス
金
利
解
除
と
い
う
大

き
な
政
策
転
換
が
行
わ
れ
、

金
利
の
あ
る
世
界
に
突
入
致

し
ま
し
た
。
こ
の
金
融
政
策

の
転
換
に
よ
り
、
企
業
や
住

宅
ロ
ー
ン
を
利
用
さ
れ
て
い

る
お
客
様
に
は
金
利
負
担
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
慢
性
的
な
人
手
不

足
に
加
え
、
人
件
費
負
担
増

や
資
源
価
格
を
は
じ
め
と
し

た
物
価
高
騰
等
の
コ
ス
ト
増

に
よ
り
、
厳
し
い
環
境
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
企
業
様
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ら
の
現
状
に
対
し
、

栃
木
銀
行
は
地
域
金
融
機
関

と
し
て
事
業
者
の
実
情
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
ご
支

援
、
お
客
様
の
本
業
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

引
続
き
栃
木
市
経
済
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

㈱
栃
木
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

宇　

野　

匡　

克

　

12
月
９
日
、
市
内
に
お
い

て
、
常
議
員
会
・
臨
時
議
員

総
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
金
会
頭
よ

り
「
地
域
内
の
中
小
・
小
規
模

事
業
者
は
、
円
安
や
原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に

加
え
、
深
刻
さ
を
増
す
人
手

不
足
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
環
境
下
に
あ
る
。

引
き
続
き
、
活
力
あ
る
地
域

経
済
の
持
続
的
な
発
展
の
た

め
、
事
業
者
の
皆
様
に
寄
り

添
い
、
き
め
細
か
な
支
援
に

取
り
組
む
た
め
、
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
最

初
の
報
告
事
項
で
は
、
７
つ

の
委
員
会
よ
り
こ
れ
ま
で
の

活
動
と
今
後
の
事
業
予
定
が

報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
議

員
幹
事
団
か
ら
は
、
10
月
に

開
催
し
た
ベ
ト
ナ
ム
視
察
研

修
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
議
案
審

議
で
は
、
令
和
６
年
度
新
入

会
員
の
入
会
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
さ
れ
、
25
件
の
入
会

が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
多
く
の

ご
来
賓
を
迎
え
議
員
懇
親
会

を
開
催
。
互
い
に
１
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
新
年
へ
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
、
親
睦

を
深
め
る
会
と
な
っ
て
い
た
。

常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
を
開
催

常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
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‘24
年
度
第
63
回
電
話
応
対

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
優

勝
さ
れ
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
㈱
（
樋
ノ
口
町
）
の
若
松

美
咲
さ
ん
が
、
12
月
10
日
、

荒
金
会
頭
に
優
勝
の
報
告
で

来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
金
会
頭
か
ら
は
、「
若

松
さ
ん
の
電
話
応
対
力
を
会

員
企
業
の
た
め
に
お
役
立
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
号
栃
木
会
議
所

ニ
ュ
ー
ス
掲
載
の
「
電
話
応

対
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

で
、
総
務
大
臣
賞
受
賞
」
の

記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
通
り
訂
正
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
誤
）
岩
松
美
咲
さ
ん

 

（
正
）
若
松
美
咲
さ
ん

　

12
月
３
日
、
当
所
に
お
い
て
、
「
人
事
評
価
制
度
」
勉
強

会
（(

公
財)
栃
木
県
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主

催
・
当
所
共
催
）
を
開
催
し
た
。
本
勉
強
会
は
、
人
事
評
価

の
あ
り
方
や
評
価
方
法
を
理
解
し
、
自
社
の
運
用
に
連
動
さ

せ
、
企
業
と
社
員
が
共
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た
も
の
。

　

講
師
に
は
、
㈱
メ
ッ
ク　

代
表
取
締

役
で
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
丹
野
喜

仁
氏
を
迎
え
、
14
社
15
名
が
参
加
し
た
。

　

人
事
評
価
制
度
設
計
の
基
本
か
ら
運

用
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説
明
の
後
、
各

社
よ
り
自
社
の
制
度
に
関
す
る
活
発
な

質
疑
応
答
が
さ
れ
る
な
ど
、
実
務
的
な

勉
強
の
場
と
な
っ
た
。

人
事
評
価
制
度
　
勉
強
会
を
開
催

人
事
評
価
制
度
　
勉
強
会
を
開
催

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
長
澤
厚
史
委
員
長
）
で
は
、
12
月

18
日
、
昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
（
沼
和
田
町
）
の
見
学
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
日
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
エ
リ
ア
に
て
、
最
新
の
計
測
機
器
や
設
備
の
見
学
、
エ

イ
ジ
ェ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
う
け

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
、
競
技
や
レ
ベ
ル
の
垣
根
を
超
え
た
全
て

の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
方
々
に
、
今
後
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

　

同
社
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
見
学
会
で
あ
っ
た
。

　

12
月
10
日
、
当
所
に
お
い
て
「
事
業
計
画
策
定
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
持
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

講
師
に
中
小
企
業
診
断
士
の
金
子
典
正

氏
を
迎
え
、
７
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
経
営
分
析
や
財
務
分
析
、

事
業
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
、
Ａ
Ｉ

ツ
ー
ル
の
活
用
、
国
の
支
援
施
策
（
補

助
金
）
等
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
今
後

の
経
営
に
活
用
で
き
る
内
容
で
あ
っ

た
。 事

業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー

　

〜
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
成
功
戦
略
を
描
く
〜 

開
催

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
科
学

　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を
開
催

　
〜
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
衝
撃
〜

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
科
学

　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を
開
催

　
〜
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
衝
撃
〜

電
話
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
の

若
松
様
が
会
頭
を
表
敬
訪
問

表敬訪問の様子
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就活交流会 in 蔵の街

        

大学生や第二新卒者などの採用を計画されている会員の皆様へ

栃木市企業ガイドブック(デジタル版)

参加対象企業：栃木市商工経済団体連絡協議会構成団体の会員
[栃木商工会議所･大平町商工会･藤岡町商工会･都賀町商工会･西方商工会･岩舟町商工会の会員]

大学生や第二新卒者等の就職希望者
と、市内企業の若手社員との交流会
を開催いたします。自社の概要や
魅力を直接ＰＲしませんか？

【日時】３月26日(水)
　　　 17：00～20：00
【会場】栃木商工会議所
【費用】10,000円(税込)
【募集】20社 ※先着順

申込フォーム 申込フォーム 

いずれも、栃木商工
会議所ホームページ
「最新情報」からも
お申込みいただけ
ます。
　
【問い合わせ先】
栃木市商工経済団体
連絡協議会事務局
(栃木商工会議所内)
℡ 23-3131
tcci@tochigi-cci.or.jp

 

市内企業への就職を喚起することを目的に、｢栃木市企業ガイド
ブック(デジタル版)」の制作と、「若手社員と就職希望者による
就活交流会 in 蔵の街」を開催することとなりました。
現在、参加企業を募集しております。
参加申込は、申込フォームよりご登録ください。

規格：1枠(縦41㎜×横87㎜のモノクロ)

広告イメージ枠

　毎月発行の会報誌「会議所ニュース」では、
商工会議所が行う各種事業や経営に役立つ情報
等をお届けしています。この会報誌への広告
掲載を活用して、御社の商品、サービスなどを
会員事業所(約1900社)にＰＲしませんか？

【問い合わせ先】会員振興係　℡ 23-3131

会員様
特　典

企業にお届けしたい情報はありませんか？

詳細については、本号折込チラシをご確認ください。

令和７年度 企業広告
募集します！

企業概要の他、職場内や商品(製品)
の写真・採用情報、採用後の人材育成
等の内容を掲載することにより、職場
の雰囲気や魅力をPRしていただき
ます。また、WEBサイトで発信する
ことで、ご家族や学校での相談の際、
参考資料としてご活用
いただけます。

【初年度掲載料】
 16,500円(税込)
※2年目以降は、11,000円(税込)



令和７年１月10日発行 ( )10

 

栃木税務署からのお知らせ
【マイナンバーカードとスマホでもっとつながる！ e‒Tax！】

　申告書の作成は、国税庁ＨＰ「確定申告書等作成コーナー」から、マイナンバーカードを
読み取り、マイナポータルアプリと連携することで、給与・年金等の収入のほか、医療費
控除やふるさと納税等の寄附金控除の申告に必要な情報を取得し、一括入力されるので、
時間がかからず簡単に作成できます。また、医療費の領収書やふるさと納税の受領証明書
などの収集・保管・入力が不要となり大変便利です！ぜひマイナポータル連携を使った
e－Taxをご利用ください。
※マイナポータルと連携するためには、初回のみ事前準備が必要です。お早めの準備を
　お願いします。
※給与情報と連携するには、源泉徴収票がe－Taxで提出されている必要があります。

≪税務署への来署をご検討の方へ≫
　令和７年１月６日(月)から２月14日(金)までは、税務署内に確定申告会場はありません。
この期間に所得税・個人消費税・贈与税での申告相談にお越しいただいても、当日は対応
できませんのでご注意ください（確定申告期間ではないため、事前に予約のある方のみの
対応となります。）。
　申告相談を希望される方は、令和７年２月17日(月)から３月17日(月)
までの確定申告期間中にLINEによる入場整理券のオンライン事前発行を
受けた上で確定申告会場へお越しください。

≪書面による申告書等をご提出される方へ≫
　令和７年１月以降、確定申告書等の控えに収受日付印の押なつを行わないこととしました。
申告書等の提出年月日は、必要に応じて、ご自身で記録・管理をお願いします。
※e－Taxを利用すると、申告書等データの送信後にメッセージボックスから送信日や申告
　内容を確認することができます。ぜひご利用ください。
　　また、ご自宅で作成された申告書の検算(金額の確認など)や書面による申告書の作成は
　していませんので、e－Tax又は郵送等での提出をお願いします。

≪マイナポータル連携はこちら≫≪確定申告はこちら≫

国税庁LINE
公式アカウント
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栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会
の
主
催
に

よ
り
、「
事
業
承
継
と
成
長
戦
略
の
鍵
！

Ｍ
＆
Ａ
の
実
例
で
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日　

時　

２
月
17
日(

月)

　
　
　
　
　

17
時
30
分
〜
19
時

■
場　

所　

栃
木
商
工
会
議
所

■
講　

師　

㈱
八
興
製
作
所

　
　
　
　
　
取
締
役
副
社
長　

江
里
口　

俊
介 

氏

　
　
　
　
　

㈱
サ
ク
シ
ー
ド

　
　
　
　
　

専
務
取
締
役　

市
川　

優 

氏

■
申
込
み　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
事
務
局

　
　
　
　
　

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会

 

事
務
局　

℡
23-

３
１
３
１

「蔵の街とちぎビジネスプランコンテスト2024 ～若手経営者との意見交換会～」を開催「蔵の街とちぎビジネスプランコンテスト2024 ～若手経営者との意見交換会～」を開催

　12月16日、12月例会「蔵の街とちぎビジネスプランコン
テスト2024 ～若手経営者との意見交換会～」を開催した。
　本例会は、栃木市主催の「蔵の街とちぎビジネスプラン
コンテスト2024」の応募者と当会メンバーが一堂に会し、
ビジネスプランのブラッシュアップと共に、経営者として
相互の研鑽を図ることを目的に開催し、コンテスト応募者
９名、当会メンバー25名が出席した。
　第一部では、コンテスト応募者から自己紹介がされた後、
テーブルディスカッションが行われた。コンテスト応募者が
抱える不安や悩みの相談に対する先輩経営者としてのアド
バイス等、積極的に意見を交換する場となった。第二部では
交流会を実施し、コンテスト応募者と当会メンバーが交流を
深め、双方にとって充実した時間となった。
　当会では、こうした活動を通して、創意と工夫を併せ
持つ同志との繋がりの輪を広げ、活動を活発化させ、地
域を盛り上げていく。

トゥモロー委員会　委員長　片柳　誠

青年経営者会
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　新年明けましておめでとうございます。謹んで初春の
お慶びを申し上げます。
　平素は栃木商工会議所青年経営者会の諸活動に対し、
格別のご高配、ご厚情を賜り厚く御礼を申し上げます。
　さて、昨年を振り返ってみますと、元旦に発生した
能登半島地震や９月の奥能登豪雨などにより甚大な被害
を受けるなど、自然災害の脅威に晒され、改めて災害
対策の重要性を感じているところです。
　また、経済情勢においては、依然として物価上昇や
海外経済の影響を受けながらも、内需主導の回復が期待
されており、企業の賃上げが個人消費の回復を支え、
特に大企業を中心に景気の持ち直しが見られます。しかし
ながら、中小・小規模事業者にとっては、原材料価格の
高騰や人手不足が依然として課題であり、厳しい状況が
続いています。インバウンド需要の高まりも経済を下
支え、観光業や小売業の活性化が進む中、地域経済の

再生が重要なテーマとなっております。
　こうした中、当会の活動においては、「It’s a 栃木world
～世界のTochigiへ～」を令和６年度のスローガンに
掲げ、地域活性化に取り組んでおります。
　具体的には、当会が歴代手掛けてきた蔵の街サマー
フェスタや政策提言、青年経済人としての見識を拡げる
ための異業種交流、先進地視察などの基本的な活動に
加え、市内高等学校や食品製造業者と連携を図り商品
開発やローカルファーストを促進するカードゲーム制作
などの事業を進めております。また、公式ホームページ
の刷新を行い、当会の活動はもとより、会員企業情報の
ほか、企業ホームページとリンクさせるなど、当会及び
会員企業の情報をこれまで以上に発信しております。
　こうした取り組みを積み重ねることにより、当会の
活動が活発化し、それが波及し、地域経済の持続的な
発展に寄与するものと考えております。
　今年度も残すところ３ヵ月となりました。スローガン
の如く、栃木市を世界に発信することを目指し、活動に
取り組んでまいります。
　結びに、令和７年が皆様にとりまして飛躍の年と
なり、皆様の企業がますます発展されますこと心より
御祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ

会　長

　新年あけましておめでとうございます。
　2025年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　平素は栃木商工会議所女性経営者会の活動に対し、
ひとかたならぬご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、経済におきましては、
賃上げ率の向上や加速する設備投資等、大企業はもち
ろん、中小企業においても成長に向けた前向きな動きが
出てまいりました。
　一方、地域内の中小・小規模事業者は、歴史的円安や
消費者物価・エネルギー価格の高騰、加えて、深刻さを
増す人手不足など、依然として厳しい経営環境下におか
れております。
　当会の活動としましては、まず、昨年２月に「創立
５周年記念 ダイアモンド✡ユカイ トーク＆ライブ」を
開催いたしました。大雪の影響が心配される中、来賓は
じめこれまで当会を支えてくださった約300名の皆様に
お越しただき、盛大に開催することができました。

　９月に開催した視察研修におきましては、東京証券
取引所の情報提供施設「東証Arrows」を訪問し、証券
市場の歴史や株式投資について学んだ他、マーケット・
センターや上場の鐘など、ニュース等で馴染みのある場
所を、間近に体感する貴重な体験ができました。さらに
は、東京宝塚劇場において「ベルサイユのばら」を観劇
し、会員同士の懇親を深めてまいりました。
　また、継続事業として「鎮魂線香花火・平和祈願灯ろう
流し」や「とちぎ秋まつり」等、街中イベントにおける
来場者へのおもてなしや、とちぎＰＲ活動等も積極的に
行いました。
　今年は新たな取り組みとして、基本方針の一つである
「青少年健全育成、地方創生」を具現化し、伝統芸能で
ある和太鼓やお囃子等を通し地域活性に寄与することを
目的に、「第１回とちぎ太鼓まつり」を２月２日に開催
することになりました。多くの方に魅力を感じていただ
けるようなイベントになるよう、準備を進めております
ので、是非皆様にお越しいただきたいと思います。
　私たち女性経営者会は、今後も地域活性並びに社会
貢献のため会員が一丸となって活動してまいります
ので、皆様のより一層のご支援ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。
　結びに、会員皆様の益々のご繁栄とご多幸をお祈り
申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ
栃木商工会議所
女 性 経 営 者 会

会　長 堀　　惠子

栃木商工会議所
青 年 経 営 者 会

藤平　泰典


